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高電界にむける電流急増領域は Poole- Frenkel 型電子伝導が行なわれる領域であると結論された。
第 3 章 酸化むよび未酸化ポリエチレンの熱刺激電流






た。各トラップの伝導帯からのエネルギー深さは、高密度ポリエチレンに対して、 0.09 、 0.17 、 0.35




第 4 章 ポリエチレンの絶縁破壊
ポリエチレンの方形波パルス電圧による絶縁破壊の特性は、著者らの実験結果から、 -200 0C から



















( 1 ) まず低電界から高電界までの電気伝導を求め、それが空間電荷制限電流であり、高電界では不
純物準位から Poole- Frenkel 型の放出が起ることを明らかにしている。
(n ) 熱刺激電流の測定からトラップ準位の深さとトラップ密度を求めそれが酸化によって増大する
ことからカルボニル基がトラップとして重要な役割をしていることを推測している。
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(皿) 結晶化度の異ったポリエチレンの絶縁破壊電界を酸化度、温度、電圧、波形、材料厚さなどの
関数として測定し、低温域では酸化、放射線照射、結晶度の低下などによる極性基やトラップの導
入で空間電荷効果で直流破壊電界が著しく増大すること、破壊電界が高分子の構造と転移点に関連
していることを見出している。
(町) 高温域では逆に酸化等によるトラップの導入が破壊電界の低下をもたらすことを見出しこれを
Frohlich の電子熱破壊とホッピング伝導の立場から検討している。
以上のように本論文は電気絶縁工学上に重要な貢献をするものであり、博士論文として価値あるも
のと言忍める。
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